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「バイオスティミュラント(BS)は肥料ではない」と表現される一方で、肥料登録されてい

る BS 製品も数多くあります。よく聞かれる質問として、アミノ酸が入っている資材は BS
製品なのか？アミノ酸は窒素肥料ではないのか？という問い合わせがあります。 
昨年５月に農水省から出されたガイドラインにおいては、BS の定義が示された上で、農

業資材３法（農薬、肥料、土壌改良資材）に相当すれば、それに基づいて登録、届出、表示
などを行う必要があると記載されています。 
 つまり、BSの効果（栄養の利用効率を改善、非生物的ストレス耐性を改善）があるもの
が BS 資材であり、それが法律上肥料に該当すれば肥料登録した BS資材として販売・流通
されることになります。 
 農水省のガイドラインの定義では「BS 自体が持つ栄養成分とは関係なく」効果があるも
のとされており、例えば特定のアミノ酸を BS の原料と言う場合は、そのアミノ酸自体の窒
素分の影響ではない根拠を確認することが求められています。動植物・微生物由来の原料を
用いる場合も栄養成分とは関係ないことを示すことが必要です。 
 前回のメルマガでも少し紹介いたしましたが、JBSAの自主基準では、農水省のガイドラ
インを踏まえてどのような試験設計をしたらよいかを手引きとして示しています。さらに
自主基準内では、「BSの主たる効果・効能」として、定量的にデータで示すことができる表
記リストを作成し、その効果を説明できる根拠を持つことを促しています
（https://www.japanbsa.com/standards/）。 
ところで、日本の肥料に関する法律においては、微量要素である鉄、亜鉛、銅、モリブデ

ンは普通肥料としてのカテゴリーがありません。一方でこれらは必須の栄養素なので、それ
自体を BS ということもできません。海外だと Fertilizer（肥料）として登録できる国がほと
んどです。海外で「微量ミネラル」の BS とは栄養素ではないコバルト、セレンやケイ素（！）
と言われています（参考資料１，２）。 
 ケイ素は日本では当然のごとく普通肥料のカテゴリーです。学術的・国際的に必須栄養素
とは何かという議論はここでは省きますが、肥料であるケイ素を日本で BS としてみなすこ
とは難しいと考えます。もちろん、ケイ素や微量要素が入っていながら、その吸収を高める
働きを持つ資材であればそれは BS 資材になると考えられます。 
 さて、国語辞典を見ると「刺激肥料」という言葉があります。そこには「農作物の生理的
機能を促進することによって、土壌養分の吸収の効率を高め、収穫の増加、品質の向上を促
す肥料。マンガン、銅、鉄、硼素(ほうそ)、臭素、沃素(ようそ)、弗素(ふっそ)などの化合
物はこれに属する。」と書いてあります。これは BS の欧米の定義にかなり近いものだと思
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われます。刺激肥料・刺激元素は日本において明治時代から研究がされていました（参考資
料３）。 
「バイオスティミュラント」は海外から来た言葉かもしれませんが、日本では 100 年以

上も前から先駆けてきた分野とも言えます。有機物の吸収についても、1970 年代には環境
ストレス時に効果が発現されるアミノ酸の種類や、高分子であるタンパク質が細胞膜のく
びれによってそのまま取り込まれることが発見されていました（参考資料４）。 
「バイオスティミュラント」をきっかけに、長い歴史の農業の経験と、過去から現在に至

るまでの科学的な知見が結びつくことにより、新たな農業技術が生まれることが期待され
ます。 
日本バイオスティミュラント協議会では、来たる４月１日に公開講演会を行います。今年

で９回目になりますが、今回は世界のバイオスティミュラントの第一人者 Patrick H. Brown
教授をお招きし、日本の第一線で活躍している方々にも登壇いただく講演会となります。東
大の弥生講堂で行いますが、オンラインでの視聴も可能です。是非参加をご検討ください。
案内と申し込みはこちらのサイトになります。（https://agrijournal.jp/information/87378/） 
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